
トムラウシ山の遭難事故の経過について

◎本件事故のご報告 (本年 8月 7日 時点における弊社の認識内容)

1。
・
事故の概要

平成21年 7月 16日 (本)弊 社アミューズトラベル主催の登山ツアー「旭岳からトムラウシ山縦走」が開始され
た4日 目、ツアー客 15名 と弊社ガイド3名の全員がヒサゴ沼避難小屋を出発し、北沼分岐を渡渉の後、前トム平

に至る間に激しい風雨にさらされ、低体温症のためガイド1名、ご参加者 7名が凍死する大量遭難となってしまっ

た事故です。最愛のご家族を亡くされたご遺族の皆様並びにご参加者の皆様に改めて心からお詫び申し上げる次第

です。

2.事故発生までの行動
7月 13日 (月 ) 各地一千歳一旭岳温泉

13時 30分頃 新千歳空港でお客様と弊社ガイドが合流し出発。バスの中でガイ ドの多日は「アウトドア用品店ア

ルベンにてガスを買うのでお客様も何か買うものがあれば」とご案内。バスの中での説明は多田からは行程の説明、

同じくガイ ドの吉川より東大雪荘に郵送する荷物のご案内をする。途中、コンピニに立ち寄り行動食の買い足しを

ご案内。旭岳温泉自樺荘に 17時前に到着。夕食時、吉川より翌日の行程につきご案内をする。食事後、部屋にて

ガイド3名に加えポニター役のベンバの4名にて共同装備の仕分けをする。松本は4人用テント2張と銀マット7

枚、ベンバは 10人用テント1張、多国は大鍋とガスヘッド2個 とガス、吉川は小鍋とした。テレビの天気予報で

は、翌日14日 の天候は良いが、 15,16日 は崩れるとの予想。
7月 14日 (ιk) 旭岳温泉一旭岳―白雲岳避難小屋   

｀

午前 5時 50分に予定通りに宿を出発し、旭岳ロープウェイにて姿見駅に至1着。降雨は無いが風が強くガスがかか

る。体操をして出発、旭岳頂上近くになり、ガスが晴れ、風も弱まった。自雲岳登頂後、自雲岳避難小屋へ。ガイ

ド達はお湯を沸かして各自夕食を済ませてもらう。多田は携帯の天気サイトで上川地方の天気図を確認。翌日午後

に寒冷前線が通過し、雷の′心配があるので出発時間を30分早めるようにと提言。
7月 15日 (水 ) 白雲岳避難小屋一ヒサゴ沼避難小屋

5時過ぎに出発。風はないが朝から雨。登山道には泥や水溜りが多く、道を選んで歩くので時間がかかる。歩くべ

―スは遅いが、休憩時間を短めにしたので 15時前頃にはヒサゴ沼避難小屋に到着。小屋は当ツアー関係者 19名

と他に 6名の登山パーティとご夫婦 1組が宿泊.ガイ ドがお湯を沸かし各自で夕食を済ませてもらう。翌日の天気

について前日の天気予報から、多田は午前中までは崩れるが午後からは大丈夫と予想.

3.事故当日の行動
7月 16日 (木 ) ヒサゴ沼避難小屋一北沼分llx「―前トム平

雪渓上で風に曝されることを避けるため出発を30分遅らせ、午前 5時 30分に出発。雪渓があるのでアイゼンを

装着。ベンバとは雪渓上部で別れ、岩場を通過し稜線に出る。風は強かったが登山道は昨日程水浸しではない。天

沼手前と天沼付近で休憩。さらに日本庭園付近で休憩していると同じ山小屋にいた 6人パーティが追抜いて行く。

ロックガーデンに出ると物凄い風となった (松本談)。 この頃からお客様の歩行状態にばらつきがでる。北沼分岐手

前において北沼からの流水が氾濫して幅2mほ どの川になる。膝下くらいの流れの中で多田と松本がお客様をサポ
ートして対岸に渡す。松本はお客様がふらついた拍子に転倒し全身を濡らす。渡渉後に川角様がぐつたりした様子

だったので松本が介抱する。温かい紅茶を飲ませたが、日を閉じたので大きな声をかけて励ます,こ こでお客様の

中から、「これは遭難だから早く救助を要請してくれJなどとガイドに対する申し出があった。渡渉と川角様の介護

で他のメンバーも時FHlに して30分は行動を停滞させた。多田は、川角様と吉川、松本を残して本隊と歩き始めた

が、雪渓手前で人数を確認すると2名足りなくて最後尾は松本だつた。松本に、少し先に風をしのげる場所がある


